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P　２～　８　第１回定例会　議案審議など
P　９～２０　一般質問・町政を問う
P２１　　　　お詫びと訂正・委員会活動報告（議会広報）
P２２～２３　委員会活動報告（総務・議会運営）
P２４　　　　はばたけ！南会津の子どもたち

→ 24 ㌻で紹介
冬を遊びつくせ！
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第

１

回

定

例

会

地方交付税（48.9％）
64 億 7,500 万円

町税（11.7％）
15 億 4,450 万 3 千円

繰入金（6.4％）
8 億 4,278 万 5 千円

諸収入など（4.7％）
6 億 3,740 万 2 千円

各種交付金など（5.0％）
6 億 5,731 万 6 千円

国県支出金（12.6％）
16 億 6,289 万 4 千円

町債（10.7％）
14 億 1,010 万円

一般会計
歳入（収入）

自主財源
30 億 2,469 万円

（22.8％）

依存財源
102 億 531 万円

（77.2％）

一般会計

132億3,000万円

【当初予算のポイント】
　令和７年度の一般会計当初予算は、歳入・歳出の額
がそれぞれ１３２億３, ０００万円となりました。前年
度と比較すると、６億６，２００万円の増加となります。
　本町は合併から 20 年目を迎え、合併特例による財政
優遇措置期間が平成 27 年度で終了し、さらに激変緩和
期間が令和２年度で終了となりました。
　 町 の 財 政 は 地 方 交 付 税 を は じ め と し た 依 存 財 源

（77.2％）の動向に大きく左右される財源構造となって
います。

総額191億1,148万1千円

1,263,400

1,242,000

1,281,200

1,256,800

1,323,000

1,200,000

1,250,000

1,300,000

1,350,000

令和５年度令和４年度令和３年度 令和７年度令和６年度

一般会計当初予算の推移 （単位：万円）
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総額191億1,148万1千円令和７年度
当 初 予 算

一般会計
歳出（支出）

総務費（14.2％）
18 億 8,079 万 3 千円

民生費（19.7％）
26 億 697 万 6 千円

衛生費（9.3％）
12 億 2,915 万 3 千円

商工費（6.4％）
8 億 4,995 万 7 千円

農林水産業費（5.5％）
7 億 2,263 万円

土木費（15.0％）
19 億 7,850 万 5 千円

教育費（10.8％）
14 億 2,911 万 4 千円

消防費（5.1％）
6 億 7,107 万 9 千円

公債費（12.9％）
17 億 314 万 4 千円

議会・労働費など（1.1％）
1 億 5,864 万 9 千円

【令和７年度 各種会計当初予算】

会計区分 一般会計
特別会計 企業会計

国民健康
保　　険

後期高齢者
医　　　療 介護保険 水道事業 下水道事業

予 算 額 132億3,000万円 15億2,900万円 2億6,900万円 22億5,800万円 9億5,273万9千円 8億7,274万2千円

前年度増減 6億6,200万円 △2,700万円 1,000万円 △2,000万円 2,609万7千円 2,478万3千円
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【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事　業　名 予算額
( 国県支出金 ) 事　業　目　的　・　内　容

南会津高校を核とした地域人材育成事業
559 万円

( ｰ )
地域の将来を担う人材の育成を目的として、南会津高等学校、地
域、行政が連携し、魅力ある高校づくりに取り組む。

情 報 シ ス テ ム 標 準 化 事 業
7,037 万 7 千円

( ｰ )
国の施策である、自治体情報システム標準化に対応するため、基
幹系情報システム改修およびガバメントクラウドへの接続を行う。

舘 岩 地 域 光 フ ァ イ バ 整 備 事 業
380 万円

( ｰ )
舘岩地域インターネット等の安定した通信環境を維持するため、
老朽化と製造中止が問題化している同軸ケーブルを光回線化する。

防 犯 カ メ ラ 設 置 事 業
310 万 4 千円

( ｰ )
複雑化・広域化する犯罪の未然防止と町内全体の防犯対策につな
げるため、町内の主要箇所に防犯カメラを設置する。

戸 籍 等 氏 名 振 り 仮 名 記 載 対 応 事 業
271 万 4 千円

(234 万 8 千円 )
戸籍法の改正に伴い、本町に本籍地を有する方全員に対し、振り
仮名確認の通知発送及び戸籍システムへの修正事務を行う。

健康交流センター防球ネット整備事業
222 万円

( ｰ )
球技利用時の安全性向上を図るため、天井に防球ネットを整備す
る。

歯 っ ぴ い ス マ イ ル プ ロ ジ ェ ク ト 事 業
306 万 7 千円

(121 万円 )
子どもの歯の健康と虫歯の抑制のため、新たに小中学校の児童生
徒にフッ化物洗口を実施する。

伊 南 地 域 診 療 施 設 等 整 備 事 業
3,154 万円

( ｰ )
伊南地域診療施設整備にかかる施設改修と、事業者に対して医療
機器整備経費の一部を補助する。

女 性 在 宅 ワ ー カ ー 就 業 支 援 事 業
320 万 1 千円

(240 万円 )
女性が出産や子育て、介護中も家庭と仕事を両立できるよう、「在
宅ワーク」就労促進のため、デジタルスキルの習得等を支援する。

ド ロ ー ン 活 用 人 材 育 成 事 業
126 万 7 千円

( ｰ )
町内におけるドローン産業の振興と就業機会創出を目的に、体験
教室等の開催や操縦資格取得に係る経費を補助する。

産 地 生 産 力 強 化 総 合 対 策 事 業
318 万円

(167 万 4 千円 )
農作物の産地規模の拡大、省力・低コスト化、高品質化のための
機械・施設の導入など、生産の拡大に直結する取組を支援する。

消 防 団 員 運 転 免 許 取 得 補 助 事 業
95 万円

( ｰ )
「AT 限定免許所有団員」または「準中型免許を所有していない団員」

に対して、免許取得費用を補助する。

学 校 給 食 支 援 事 業
1,678 万 8 千円

( ｰ )
町立学校に在籍する児童生徒の保護者の経済的負担軽減のため、
児童生徒の学校給食費を負担する保護者に補助金を交付する。

新規事業一覧

　

２
つ
を
合
わ
せ
た
条
例

の
提
出
で
あ
る
が
、
提
案

に
至
る
ま
で
の
経
過
、
経

緯
は
。

楠 

正
次 

議
員

　

先
進
地
視
察
や
手
話

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
を
数
年
重
ね
て

健
康
福
祉
課
長

議
案
第
９
号

南
会
津
町
手
話
言
語
及
び

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
条
例

全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
３
月
６
日
～
３
月
14
日

　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
議
案
は
57
件
で
、
全
議
案
を
承
認
・
可
決
・
同
意
し

ま
し
た
。（
掲
載
の
質
問
と
答
弁
は
抽
出
・
要
約
し
た
も
の
で
す
。）

来
た
経
過
、
お
よ
び
「
障

害
者
差
別
解
消
法
」や「
障

害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
推
進
法
」が
整
備
さ
れ
、

さ
ら
に
は
障
が
い
者
に
限

ら
ず
発
達
支
援
、
認
知
症

の
方
々
へ
の
支
援
を
課
題

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が

経
緯
で
す
。

　

湯
ノ
花
住
宅
と
聞
い
て

い
る
が
何
棟
が
対
象
に
な

る
の
か
。

楠 

正
次 

議
員

　

全
て
の
町
営
住
宅
が
対

象
で
す
が
、
湯
ノ
花
住
宅

に
つ
い
て
は
空
室
の
う

ち
、
ま
ず
一
部
屋
分
に
適

用
で
き
る
か
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

建
設
課
長

議
案
第
23
号

南
会
津
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
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条
例
の
廃
止
後
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
。

　

土
地
お
よ
び
建
物
に
つ

い
て
民
間
事
業
者
な
ど
に

よ
っ
て
活
用
が
決
ま
る
ま

で
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

町
長　
　
　
　

副
町
長　
　
　

商
工
観
光
課
長

議
案
第
28
号

南
会
津
町
会
津
田
島
祇
園
会
館
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　

２
社
か
ら
指
定
の
希
望

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
ラ
ボ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
㈱
に
決
定
し
た
理
由

は
。 湯

田 

芳
博 

議
員

　

選
定
委
員
会
に
お
い
て

収
支
計
画
書
、
実
施
計
画

書
、
地
元
出
身
者
の
雇
用

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
決

定
し
ま
し
た
。

南
郷
総
合
支
所
長

議
案
第
49
号

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
南
会
津
町
会
津
高
原
星
の
郷
ホ
テ
ル
）

　

令
和
６
年
度
、
星
の
郷

ホ
テ
ル
の
売
上
、
営
業
利

益
の
見
込
み
は
。

川
島 

進 

議
員

　

令
和
７
年
１
月
末

時
点
で
、
売
上
は

１
億
１
２
２
万
８
千
円
、

営
業
利
益
は
１
７
５
万
円

の
赤
字
で
す
。

南
郷
総
合
支
所
長

　

㈱
み
な
み
あ
い
づ
と
ラ

ボ
ッ
ト
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
㈱

の
経
営
ス
タ
イ
ル
の
違
い

は
。 古

川 

晃 

議
員

　

関
東
方
面
の
方
々
お
よ

び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
見

込
み
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
や
南
郷
地
域
に
あ
っ

た
ホ
テ
ル
経
営
を
し
て
い

く
と
聞
い
て
い
ま
す
。

南
郷
総
合
支
所
長

議
案
第
51
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

全　

会　

一　

致　

で　

同　

意

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
案
が

提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、 

河か
わ
ら
た

原
田 

信の
ぶ
ひ
ろ弘 

氏
（
再
任
）

を
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

議
案
第
52
号

監

査

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

全　

会　

一　

致　

で　

同　

意

　

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
の
選
任
案
が
提
出
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
舟ふ
な
き木 
隆
た
か
し 
氏
（
再
任
）
を
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

議案審議第１回定例会
渡
部 

訓
正 
議
員

芳
賀 

正
義 

議
員

古
川 　

晃 

議
員

　

南
郷
ス
キ
ー
場
圧

雪
車
購
入
費
と
し
て

７
０
０
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
が
。

　

本
来
は
令
和
６
年
度
の

購
入
予
定
で
あ
っ
た
が
予

算
の
都
合
上
、
令
和
７
年

度
の
当
初
予
算
に
変
更
し

た
と
こ
ろ
、
福
島
県
よ
り

１
月
末
に
過
疎
債
の
枠
が

あ
る
と
の
話
が
あ
り
補
正

予
算
と
し
て
計
上
し
ま
し

た
。

総
務
課
長

議
案
第
53
号

令
和
６
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
南
郷
ス
キ
ー
場
圧
雪
車
購
入
費
）

古
川 　

晃 

議
員

渡
部 

訓
正 

議
員

芳
賀 

正
義 

議
員

　

南
会
津
高
校
を
核
と
し

た
地
域
人
材
育
成
事
業
委

託
料
５
５
０
万
円
の
委
託

先
の
選
定
は
。

　

国
の
「
地
域
創
造
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
そ
こ
に
登

録
し
て
い
る
方
に
委
託
し

ま
す
。

総
合
政
策
課
長

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
南
会
津
高
校
を
核
と
し
た

　
　
　
　
　
　

地
域
人
材
育
成
事
業
委
託
料
）

古
川 

晃 

議
員

議
案
第
54
号

商工費総務費



　

パ
パ
マ
マ
応
援
交
付
金

を
商
品
券
で
は
な
く
、
現

金
に
よ
る
給
付
が
で
き
な

い
か
。

　

使
用
範
囲
は
限
ら
れ
る

が
、
令
和
７
年
度
も
10
万

円
を
商
品
券
で
の
配
布
と

考
え
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
パ
パ
マ
マ
応
援
交
付
金
）

芳
賀 
正
義 
議
員

　

必
要
性
の
調
査
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

か
。

　

室
内
遊
具
が
設
置
さ
れ

て
い
る
所
へ
視
察
に
行

き
、
入
込
数
、
維
持
管
理

健
康
福
祉
課
長

令
和
７
年
度
南
会
津
町
当
初
予
算
概
要

（
屋
内
遊
び
場
整
備
検
討
事
業
）

渡
部 

裕
太 

議
員

費
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
な
ど
を
把
握
、
調
査
を

し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
に
、
町
内

２
ケ
所
の
公
共
施
設
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。

　

町
が
一
般
財
源
で
支
援

す
る
と
い
う
こ
と
も
含
め

て
、
福
島
県
や
国
に
働
き

か
け
を
し
な
が
ら
地
方
医

療
の
あ
り
方
を
提
案
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　

南
会
津
町
だ
け
で
な

く
、
南
会
津
郡
の
共
通
の

課
題
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
関
係
す
る
首
長
さ
ん

と
相
談
し
、
地
域
と
し
て

声
を
上
げ
る
必
要
を
感
じ

て
い
ま
す
。

町
長

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
伊
南
地
域
医
療
施
設
等
整
備
事
業
）

湯
田 

芳
博 

議
員

　

予
防
接
種
委
託
料
に

は
、
帯
状
疱ほ
う
し
ん疹
ワ
ク
チ
ン

も
含
ま
れ
て
い
る
か
。

　

帯
状
疱ほ
う
し
ん疹
ワ
ク
チ
ン
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
予
防
接
種
委
託
料
）

丸
山 

陽
子 

議
員

　

不
妊
・
不
育
治
療
費
助

成
金
が
主
要
事
業
一
覧
か

ら
削
除
さ
れ
て
い
る
が
理

由
は
。

　

令
和
６
年
度
、
実
績
が

な
か
っ
た
こ
と
と
、
予
算

の
規
模
が
少
額
で
あ
っ
た

た
め
、
削
除
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
課
長

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
不
妊
・
不
育
治
療
費
助
成
金
）

楠 

正
次 

議
員

　

若
者
な
ど
の
新
た
な
就

業
機
会
の
創
出
と
あ
る

が
、
ど
の
程
度
の
人
数
と

補
助
金
に
な
る
か
。

　

国
家
資
格
二
等
操
縦
士

の
レ
ベ
ル
３
と
い
う
操
縦

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。
80
万
円
を
予
算
計
上

し
ま
し
た
。ま
た
、小
・
中
・

高
校
で
体
験
教
室
の
希
望

が
あ
り
、
購
入
も
考
え
て

い
ま
す
。

商
工
観
光
課
長

令
和
７
年
度
南
会
津
町
当
初
予
算
概
要

（
ド
ロ
ー
ン
活
用
人
材
育
成
事
業
）

湯
田 

哲 

議
員

議会だより　第７６号
令和７年５月１４日発行 ６

　

観
光
Ｑ
Ｒ
ガ
イ
ド
事
業

の
利
用
状
況
と
、
電
子

ク
ー
ポ
ン
活
用
事
業
委
託

料
は
。

　

観
光
Ｑ
Ｒ
ガ
イ
ド
事
業

は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
実

商
工
観
光
課
長

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
観
光
Ｑ
Ｒ
ガ
イ
ド
委
託
料
・

　
　
　
　

電
子
ク
ー
ポ
ン
活
用
事
業
委
託
料
）

古
川 

晃 

議
員

証
実
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

電
子
ク
ー
ポ
ン
活
用
事

業
委
託
料
は
、
商
工
会
や

各
事
業
所
と
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
へ
の
委
託
料

２
１
６
０
万
円
が
令
和
７

年
度
も
計
上
さ
れ
て
い
る

が
。

　

令
和
７
年
度
が
、
指
定

管
理
期
間
の
最
終
年
と
な

る
の
で
計
上
し
ま
し
た
。

舘
岩
総
合
支
所
長

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
委
託
料
）

川
島 

進 

議
員

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を

活
用
し
た
本
事
業
で
は
、

令
和
６
年
度
は
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
何
回
開
催
し
た

か
。

　

回
数
は
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
２
人
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
が
４
つ
の
ス

キ
ー
場
を
回
り
抽
選
会
や

Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
ま
し
た
。

商
工
観
光
課
長

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
情
報
発
信

業
務
委
託
料
・
き
ら
ら
２
８
９
大
規
模
改
修
事

業
）

星 

和
孝 

議
員

第１回定例会議案審議

民生費民生費衛生費

衛生費衛生費労働費

商工費商工費商工費



議会だより　第７６号　
令和７年５月１４日発行７

　

き
ら
ら
２
８
９
大
規
模

改
修
事
業
の
委
託
料
は
。
　

工
事
監
理
委
託
料
が

８
４
０
万
円
、
駐
車
場
拡

張
等
調
査
業
務
委
託
料
が

１
４
８
万
４
千
円
で
す
。

南
郷
総
合
支
所
長

星 

和
孝 

議
員

　

き
ら
ら
２
８
９
大
規
模

改
修
事
業
の
着
工
日
、
完

了
時
期
お
よ
び
事
業
費
の

内
訳
は
。

　

令
和
７
年
５
月
に
指
名

競
争
入
札
を
し
、
６
月
定

例
会
に
上
程
を
予
定
し
て

南
郷
総
合
支
所
長

星 

和
孝 

議
員

い
ま
す
。

　

事
業
費
は
建
築
機
械
設

備
工
事
、機
械
設
備
工
事
、

電
気
設
備
工
事
、
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
修
繕
工
事
で

３
億
１
０
０
０
万
円
で

す
。

　

補
助
金
の
額
と
、
対
象

者
は
何
名
か
。

　

補
助
金
は
95
万
円
で
、

対
象
者
は
22
名
で
す
。

住
民
生
活
課
長

室
井 

英
雄 

議
員

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
消
防
団
員
運
転
免
許
取
得
補
助
金
）

　

教
育
振
興
用
備
品
購
入

費
、
学
習
用
情
報
機
器
購

入
費
の
詳
細
は
。

　

教
育
振
興
用
備
品
購
入

費
は
町
内
小
・
中
学
校
11

学
校
教
育
課
長

湯
田 

哲 

議
員

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
教
育
振
興
用
備
品
購
入
費
・

　
　
　
　
　
　
　

学
習
用
情
報
機
器
購
入
費
）

校
に
配
分
さ
れ
、
金
額
は

４
４
７
万
９
千
円
で
す
。

学
習
用
情
報
機
器
購
入
費

は
11
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

更
新
費
用
で
４
７
５
２
万

円
で
す
。

　

２
つ
の
事
業
は
内
容
が

同
じ
で
あ
る
が
所
管
課
が

違
う
の
は
何
故
か
。

　

町
長
就
任
時
に
婚
活
事

業
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
の
思
い
か
ら

町
長

渡
部 

裕
太 

議
員

令
和
７
年
度
当
初
予
算
概
要

（
出
会
い
の
機
会
創
出
事
業
・
婚
活
支
援
事
業
）

「
婚
活
支
援
事
業
」
を
創

設
し
ま
し
た
。　

婚
活
事

業
は
１
つ
の
括
り
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
予
算
上
は

総
合
政
策
課
で
掲
げ
た
事

業
と
教
育
委
員
会
分
室
で

掲
げ
た
事
業
の
２
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

議案審議第１回定例会
消防費教育費

民生費
教育費

　

国
保
運
営
協
議
会
委
員

へ
の
報
酬
支
給
要
件
は
。
　

国
保
運
営
協
議
会
委
員

12
人
が
年
に
２
回
全
員
出

席
し
た
場
合
を
想
定
し
て

予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長

楠 

正
次 

議
員

令
和
７
年
度
南
会
津
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
（
国
保
運
営
協
議
会
委
員
）

議
案
第
55
号

　

豪
雪
対
策
本
部
、
災
害

救
助
法
と
の
関
連
は
。
特

別
交
付
税
と
の
関
わ
り

は
。

　

主
に
、
町
道
の
除
雪
業

者
へ
の
委
託
分
の
予
算
計

上
で
す
。
特
別
交
付
税
に

つ
い
て
は
今
後
、
歳
入
の

見
込
み
と
し
て
考
え
て
い

ま
す
。 総

務
課
長

湯
田 

芳
博 

議
員

芳
賀 

正
義 

議
員

令
和
６
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
除
雪
委
託
料
）

議
案
第
60
号

　

南
会
津
町
で
は
現
在
、

農
業
用
施
設
の
被
害
報
告

は
あ
る
か
。
復
旧
に
係
る

補
助
の
考
え
は
。

　

各
農
家
、
農
業
法
人
よ

農
林
課
長

星 

和
孝 

議
員

令
和
７
年
度
南
会
津
町
一
般
会
計
予
算

（
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
）

　

被
害
状
況
が
明
ら
か
に

な
っ
た
上
で
、
予
算
措
置

を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

町
長

り
約
15
棟
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

災害
復旧費総務費

土木費議
案
第
61
号

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

福
島
県
職
員
で
福
島
県

財
政
課
主
任
主
査
の
二に
へ
い瓶 

勝か
つ
と
し俊 

氏
を
副
町
長
に
選

任
す
る
こ
と
に
全
員
の
起

立
に
よ
り
同
意
し
ま
し

た
。 全

会
一
致
で
同
意

採
決
結
果

酒
井
　
幸
司

芳
賀
　
正
義

湯
田
　
剛
正

星
　
　
和
孝

古
川
　
　
晃

渡
部
　
裕
太

森
　
　
秀
一

川
島
　
　
進

湯
田
　
芳
博

室
井
　
英
雄

丸
山
　
陽
子

楠
　
　
正
次

湯
田
　
　
哲

高
野
　
精
一

渡
部
　
訓
正

同
意 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「○＝賛成」「●＝反対」「欠＝欠席」　※議長は採決に参加しません。

　　 採　決　結　果 賛成 １４ で 「同意」

二
にへい

瓶 勝
かつとし

俊 副町長
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国
へ
意
見
書
を
提
出

文
教
厚
生
委
員
会
提
出
議
案
第
１
号

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書

の
す
み
や
か
な
批
准
を
求
め
る
意

見
書

採択
　

女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
、
１
９
７
９
年
に
国
連
で
採

択
さ
れ
、
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
い
か
な
る
形
態
の

差
別
も
受
け
な
い
権
利
と
平
等
の
権
利
を
保
障
し
て
い

ま
す
。
選
択
議
定
書
は
、
こ
の
条
約
の
実
効
性
を
強
化

す
る
た
め
に
１
９
９
９
年
、
あ
ら
た
め
て
採
択
さ
れ
た

も
の
で
、「
個
人
通
報
制
度
」
と
「
調
査
制
度
」
の
２

つ
の
手
続
き
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
個
人
通
報
制
度
」
に
よ
っ
て
、
条
約
で
保
障
さ
れ

た
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
個
人
が
、
国
内
の
救
済
手
続
き

を
尽
く
し
て
も
救
済
さ
れ
な
い
場
合
に
国
連
女
性
差
別

撤
廃
委
員
会
に
申
し
立
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
の
女
性
の
権
利
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
国
際

基
準
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
も
、
選
択
議
定
書
の
早
期

批
准
は
急
務
で
す
。

　

選
択
議
定
書
の
批
准
は
、
個
人
に
救
済
の
道
を
開
く

に
と
ど
ま
ら
ず
、
司
法
、
立
法
、
行
政
の
場
で
女
性
差

別
撤
廃
条
約
を
生
か
し
て
具
体
的
に
差
別
撤
廃
を
す
す

め
る
力
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
国
に
対
し
女
性
差
別

撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
す
み
や
か
な
批
准
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

国
へ
意
見
書
を
提
出

文
教
厚
生
委
員
会
提
出
議
案
第
２
号

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

導
入
を
求
め
る
意
見
書

採択
　

夫
婦
別
姓
で
の
婚
姻
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
望
ま

ぬ
改
姓
、
事
実
婚
、
通
称
使
用
な
ど
に
よ
る
不
利
益
・

不
都
合
を
強
い
ら
れ
る
人
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
夫
婦

同
姓
を
法
律
で
強
制
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
で
、
両

性
の
平
等
と
基
本
的
人
権
を
掲
げ
た
憲
法
に
反
し
ま

す
。
婚
姻
の
際
、
96
％
が
夫
の
姓
に
な
っ
て
い
る
の
は

間
接
的
な
女
性
差
別
で
あ
り
、
通
称
使
用
の
拡
大
で
は

根
本
的
解
決
に
な
り
ま
せ
ん
。
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会

は
２
０
０
３
年
以
降
、
民
法
及
び
戸
籍
法
に
お
け
る
差

別
的
規
定
の
廃
止
を
日
本
政
府
に
勧
告
し
て
お
り
、
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
２
０
２
４
年

の
勧
告
で
も
再
び「
２
年
以
内
に
実
施
状
況
の
報
告
を
」

と
つ
よ
く
求
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
６
月
に
は
、

経
団
連
が
選
択
的
夫
婦
別
姓
導
入
を
求
め
る
提
言
を
発

表
し
ま
し
た
。
総
選
挙
の
争
点
に
も
な
り
、
衆
議
院
選

挙
を
経
て
国
会
状
況
は
大
き
く
変
化
、
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
の
導
入
に
賛
成
す
る
政
党
が
多
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。
同
制
度
を
た
だ
ち
に
導
入
す
る
こ
と
は
、
国
会

が
日
本
国
民
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
責
任
で
す
。
よ
っ

て
、
国
に
対
し
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

第１回定例会議案審議

議 案 等 名 称

採
決
結
果

酒
井
　
幸
司

芳
賀
　
正
義

湯
田
　
剛
正

星
　
　
和
孝

古
川
　
　
晃

渡
部
　
裕
太

森
　
　
秀
一

川
島
　
　
進

湯
田
　
芳
博

室
井
　
英
雄

丸
山
　
陽
子

楠
　
　
正
次

湯
田
　
　
哲

高
野
　
精
一

渡
部
　
訓
正

選択的夫婦別姓制度の導入を

求める意見書の提出について
可
決 欠 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

「○＝賛成」「●＝反対」「欠＝欠席」　※議長は採決に参加しません。

　　 採　決　結　果 賛成 １２ で 「可決」

　

こ
の
問
題
は
戸
籍
制
度

の
あ
り
方
に
変
化
を
つ
け

る
と
い
う
こ
と
。

　

今
後
、
国
際
結
婚
な
ど

も
増
え
て
い
き
、
国
に
属

す
る
価
値
観
も
違
っ
て
く

る
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か

ら
時
期
尚
早
で
あ
る
。

湯
田
芳
博 

議
員
反

対

討

論

　

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
を

立
て
て
い
く
若
年
層
が
夫

婦
別
姓
を
望
ん
で
お
り
、

そ
の
考
え
を
重
視
し
た

い
。 森 

秀
一 

議
員

賛

成
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11 人の議員が登壇

【一般質問とは】
　町の行財政全般について議
員が提言を含めて町に考えを
聞くことです。
※一般質問は、スマートフォンなどで右のQR

コード（町議会中継【YouTube】）を読み取り

ご覧ください。

登壇順序 ・ 質問項目

⑥　渡部　訓正　議員・・・・15㌻
　　１．町の活性化を図るために

⑨　森　秀一　議員・・・・18㌻
　　１．有害鳥獣被害の現状と対策は

⑤　室井　英雄　議員・・・・14㌻
　　１．だいくらスキー場の未来は

南会津町議会中継

【YouTube】

④　芳賀　正義　議員・・・・13㌻
　　１．豪雪対策本部と災害救助法の町の対応
　　２．町有観光施設の今後の方針
　　３　緊急時の防災無線放送の在り方

③　渡部　裕太　議員・・・・12㌻
　　１．公共施設縮減における姿勢は
　　２．インバウンド受け入れの体制整備は

町政を問う

一般質問

⑧　丸山　陽子　議員・・・・17㌻
　　１．除雪支援対象者を 65 歳にしては
　　２．学校図書の環境整備は

①　古川　晃　議員・・・・10㌻
　　１．「町有観光施設の今後の方針」実施後の町の
　　　　　未来像は
　　２．指定管理者の評価制度設置の考えは
　　３．�南会津高校南郷校舎の跡地利活用計画の
　　　　  今後は

⑦　星　和孝　議員・・・・16㌻
　　１．学校給食費無償化の進捗は
　　２．チームビルディングツーリズムの進捗は
　　３　町有施設の今後の方針（案）説明会の進捗は

⑩　湯田　哲　議員・・・・19㌻
　　１．だいくらスキー場の民間主導の方向性の有無
　　　　  に関係なく「町の指定管理」として継続する
　　　　  考えは
　　２．栗生沢方面への県道黒磯田島線の一部狭い区
　　　　  間の道路改良の実現は
　　３　愛宕山山頂を本来の「鴫山城の見張り台（展
　　　　  望台）」として復元しては

⑪　湯田　剛正　議員・・・・20㌻
　　１．「憩の家」の指定管理方針は
　　２．（株）みなみあいづの組織体制は

②　湯田　芳博　議員・・・・11㌻
　　１．議会事務局が拒み続けた委員会会議録が正式
　　　　  文書として入手でき、圧雪車購入入札は形式
　　　　  的事実
　　２．反対意見を押し切ってまでも実施に踏み切っ
　　　　  た「農地整備事業」が創り出す次世代の農業
　　　　  と町独自の政策展開は
　　３．役場に採用される正職員及び再任用職員と会
　　　　  計年度任用職員の就労実態は適正か
　　４．住民の日常生活及び住民を雇用する事業所の
　　　　  経営者等に不安を与えることのない政策と予
　　　　  算措置は

【質問事項のみ表示】

【質問事項のみ表示】

【質問事項のみ表示】
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現
時
点
で
明

　

確
な
目
標
値

は
あ
り
ま
せ
ん
。
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
示
す

よ
う
に
、
歳
入
不
足
が
続

き
基
金
も
底
を
つ
け
ば
、

予
算
を
組
め
な
く
な
る
と

危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー

　

テ
ィ
ン
グ
で

の
意
見
や
意
見
書
、
関
係

団
体
と
の
協
議
結
果
、
今

後
提
出
さ
れ
る
予
定
の
署

名
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

方
針
案
の
修
正
を
行
い
ま

す
。

10

一

般

質

問

①

　

ス
キ
ー
場
廃
止

　

に
対
す
る
代
替

案
は
、
方
針
策
定
と
同
時

に
提
示
さ
れ
る
べ
き
だ
っ

た
の
で
は
。

問
　

次
期
指
定
管

　

理
期
間
の
５

年
間
の
う
ち
に
、
地
域
住

民
や
関
係
事
業
者
と
地
域

振
興
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

町
有
観
光
施
設
方
針
後
の
未
来
像
は

 

町
長 ⇒

次
期
指
定
管
理
期
間
の
う
ち
に
検
討

町
長 　

方
針
案
の
財
政

　

負
担
削
減
の
目

標
値
は
。
問

古
ふるかわ

川　晃
あきら

 議員

　

指
定
管
理
者
の

　

管
理
運
営
状
況

確
認
と
評
価
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
き
た
か
。

問
　

所
管
課
が
毎

　

年
度
終
了
後

に
提
出
す
る
事
務
報
告
書

に
よ
り
、
管
理
業
務
、
施

設
利
用
、
収
入
実
績
や
経

費
の
収
支
な
ど
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
管
理
運
営
に
対
す
る
意

見
を
指
定
管
理
者
に
伝

え
、
改
善
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　

指
定
管
理
者

　

に
対
す
る
評

価
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、

評
価
調
書
な
ど
を
町
民
に

公
開
す
る
考
え
は
。

問
　

効
果
的
な
事

　

例
を
調
査

し
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

　
「
町
有
観
光
施

　

設
の
今
後
の
方

針
（
案
）」（
以
下
「
方
針

案
」）
の
「
⑤
町
財
政
負

問

町
長

　

現
段
階
で
４
ス

　

キ
ー
場
を
差
別

化
す
る
こ
と
は
拙
速
と
考

え
る
が
。

問

　

福
祉
施
設
の

　

修
繕
費
や
公

共
交
通
の
運
行
経
費
、
給

食
費
の
無
償
化
や
屋
内
遊

び
場
の
整
備
、
小
中
学
校

や
び
わ
の
か
げ
運
動
公
園

の
大
規
模
改
修
、
集
落
内

道
路
の
修
繕
な
ど
へ
財
源

の
振
り
分
け
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 町

長
担
を
軽
減
し
、（
中
略
）

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
す
」
で
は
、
ど
の
よ

う
な
投
資
を
行
お
う
と
し

て
い
る
の
か
。

町
長

「
指
定
管
理
者
評
価
制
度
」
設
置
は

 

町
長 ⇒

効
果
的
な
事
例
を
調
査
し
検
討

　

そ
の
他
の
質
問　

　

・
南
会
津
高
校
南
郷
校
舎
の

　
　

跡
地
利
活
用
計
画
の
今
後
は

南会津町議会中継

（一般質問）

【YouTube】

タウンミーティング（伊南地域）
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総
務
委
員
会

　

に
お
い
て
、

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
の

職
員
が
説
明
し
た
内
容

は
、
議
員
が
指
摘
さ
れ
た

と
お
り
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
現

場
の
声
を
聴
き
な
が
ら
選

考
す
れ
ば
、
外
国
産
が
良

い
の
で
は
と
言
う
こ
と
で

決
定
で
は
な
い
」
と
訂
正

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

町
長

　

議
会
事
務
局
が

　

開
示
し
よ
う
と

し
な
か
っ
た
入
札
前
の
総

務
委
員
会
に
お
け
る
、
舘

岩
総
合
支
所
職
員
の
発
言

を
以
下
に
抜
粋
し
ま
す
。

　

圧
雪
車
の
導
入
は
、
入

札
前
に
決
め
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
り
、
責
任

の
所
在
は
。

【
抜
粋
】「
外
国
産
を
入
れ

て
も
、
地
元
で
整
備
を

や
っ
て
頂
け
る
と
思
う
が

『
中
略
』
事
務
方
と
し
て

は
、
ピ
ス
テ
ン
ブ
ー
リ
を

問 会
議
録
に
記
さ
れ
た　
　
　

　
　
　

職
員
発
言
の
責
任
は

 

町
長 ⇒

 

現
場
の
声
を
受
け
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
で
は
な
い

　

役
場
を
退
職

　

さ
れ
た
者
が

再
任
用
さ
れ
る
場
合
と
フ

ル
タ
イ
ム
で
働
く
会
計
年

度
任
用
職
員
の
労
働
対
価

は
。 問

　

再
任
用
職

　

員
は
、
専

門
員
の
職
名
で
、
月
額

26
万
５
９
０
０
円
の
給
料

と
各
種
手
当
て
を
支
給

し
、
有
資
格
者
と
し
て
働

く
フ
ル
タ
イ
ム
の
会
計
年

度
任
用
職
員
は
、
月
額

23
万
４
千
円
の
給
料
と
各

種
手
当
て
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

町
長

湯
ゆ だ

田　芳
よしひろ

博 議員

一

般

質

問

②

入
れ
た
場
合
は
、
磐
梯
町

に
・
・
・
」

業
務
が
同
じ
な
の
に　
　
　

　
　
　

労
働
対
価
は
な
ぜ
違
う

 

町
長 ⇒

 

再
任
用
職
員
は
「
専
門
員
」
の
位
置
付
け

　

公
共
事
業
を

　

実
施
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
町
内
事

業
者
が
、
経
営
を
継
続
す

る
た
め
の
課
題
と
対
応
す

べ
き
政
策
は
。

問
　

建
設
業
界
は

　

若
年
労
働
者

の
入
職
率
が
低
く
、
担
い

手
の
確
保
や
育
成
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

町
長

公
共
事
業
を
担
う
事
業
者
の　

　
　
　
　
　

課
題
と
対
応
策
は

 

町
長 ⇒

 

週
休
２
日
制
で

　
　
　
　
　
　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る

　

そ
の
他
の
質
問　

　

・
反
対
意
見
を
押
し
切
っ
て
ま
で
も
実
施
に
踏
み
切
っ
た

　
　
「
農
地
整
備
事
業
」
が
創
り
出
す
次
世
代
の
農
業
と
町

　
　

独
自
の
政
策
展
開
は

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対

し
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
今
年
度
よ
り
週
休
２

日
制
の
工
事
発
注
を
行
う

と
共
に
、
市
場
価
格
に
見

合
う
単
価
を
採
用
し
て
設

計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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【YouTube】
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一

般

質

問

③

　

公
民
連
携
の
ガ

　

イ
ド
ラ
イ
ン
を

定
め
る
必
要
性
は
。

問
　

多
く
の
公
共

　

施
設
を
抱
え

る
本
町
で
は
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
提
案
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
施
設
の
適
正

化
を
図
る
こ
と
は
有
効
な

手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
的
な
導
入
事
例
を

調
査
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
必
要
性
や「
公
民
連
携
」

の
手
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

町
長

公
共
施
設
縮
減
に
お
け
る
姿
勢
は

 

町
長 ⇒

 

公
民
連
携
の
手
法
を
検
討
し
て
い
く

渡
わたなべ

部　裕
ゆ う た

太 議員
　

町
有
観
光
施
設

　

に
つ
い
て
、
住

民
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
で
出
た
意
見
を

案
の
修
正
の
み
に
利
用
す

る
の
で
は
な
く
、
各
施
設

の
運
営
に
反
映
さ
せ
る
仕

組
み
の
必
要
性
を
感
じ
る

が
、
町
の
考
え
は
。

問
　

各
施
設
の
運

　

営
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
各

指
定
管
理
者
と
の
協
議
を

行
い
、町
や
指
定
管
理
者
、

関
係
団
体
な
ど
で
組
織
を

つ
く
り
、
施
設
の
経
営
改

善
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

町
長

　

観
光
施
設
等
に

　

お
け
る
外
国
語

表
記
の
推
進
な
ど
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

問
　

本
町
に
お
け

　

る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
推
進
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
の
面
に
お
い

て
、
今
後
重
要
な
施
策
の

ひ
と
つ
で
す
。
外
国
人
観

光
客
を
引
き
つ
け
る
本
町

の
魅
力
を
適
切
に
発
信
す

る
た
め
、
外
国
語
表
記
を

推
進
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
効
果
的
な

外
国
語
表
記
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 町

長
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
は

 

町
長 ⇒

 

効
果
的
な
外
国
語
表
記
な
ど
を
検
討

　

近
隣
自
治
体
と

　

連
携
し
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
む
流

れ
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

問
　

町
単
独
で
の

　

取
組
だ
け
で

な
く
、
近
隣
市
町
村
と
連

携
し
、
広
域
的
な
観
光

ル
ー
ト
の
形
成
や
情
報
発

信
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

周
辺
自
治
体
や
観
光
関

連
事
業
者
と
連
携
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

全
体
の
観
光
振
興
に
つ
な

が
る
取
組
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

町
長

タウンミーティング（舘岩地域）タウンミーティング（南郷地域）



南会津町議会中継

（一般質問）

【YouTube】

　

豪
雪
対
策
本
部

　

の
活
動
は
。

問
　

２
月
６
日

　

豪
雪
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
除
雪
体

制
を
強
化
し
ま
し
た
。
高

齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
支
援

を
は
じ
め
、
※
　

６
項
目
を

重
点
に
災
害
の
未
然
防
止

と
災
害
発
生
時
の
迅
速
な

対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

町
長

豪
雪
対
策
本
部
と
災
害
救
助
法
の
対
応
は
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一

般

質

問

④

芳
は が

賀　正
まさよし

義 議員

　

災
害
救
助
法
の

　

住
宅
倒
壊
や
破

損
調
査
、
高
齢
者
宅
除
雪

支
援
、
救
助
体
制
、
事
故

防
止
啓
発
は
。

問
　

85
歳
以
上
の

　

高
齢
者
世

帯
、
非
課
税
世
帯
な
ど
を

対
象
に
町
職
員
が
巡
回

し
、
支
援
の
有
無
の
聞
き

取
り
を
実
施
し
、
対
象
世

帯
一
件
に
つ
き
町
職
員
で

除
雪
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
徐
排
雪
作
業

時
と
雪
解
け
時
の
事
故
防

止
の
啓
発
に
つ
い
て
、
防

災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
り

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
地
区
の
多
く

　

の
声
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
方
針
（
案
）
を

変
え
て
い
く
の
か
。

問
　

安
心
し
て
放
送

　

が
で
き
る
よ

う
、
完
全
な
通
報
シ
ス
テ

ム
整
備
の
考
え
は
。

問
　

通
報
シ
ス
テ

　

ム
整
備
は
、

多
額
の
改
修
費
用
が
か
か

 

町
長 ⇒

 

除
雪
体
制
強
化
と
災
害
発
生
時
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迅
速
に
対
応

町
有
観
光
施
設
の
今
後
の
方
針
は

 

町
長 ⇒

 

意
見
を
集
約
し

　
　
　
　
　

方
針
（
案
）
の
内
容
修
正
で
調
整

　

町
有
観
光
施
設

　

の
あ
り
方
を
含

め
て
「
専
門
部
署
」
を
設

け
て
は
。
問

　

他
に
も
課
題

　

は
山
積
し
て

お
り
、
限
ら
れ
た
職
員
の

中
で
「
専
門
部
署
」
は
難

し
く
、そ
れ
に
代
わ
る「
政

策
調
整
会
議
」
や
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
調

整
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

緊
急
時
の
防
災
無
線
の
あ
り
方
は

 

町
長 ⇒

 

緊
急
時
の
放
送
は

　
　
　
　
　
　
　

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
対
応

町
長

※
　豪雪対策本部　６項目の重点事項
 １　高齢者世帯等への支援に関すること
 ２　通学路の確保に関すること
 ３　生活道路の確保と水路溢水の対策に関すること
 ４　除雪・雪下ろし作業中及び落雪による
　　 事故防止に関すること
 ５　消防水利の確保に関すること
 ６　公共施設の維持管理に関すること

町
長

　

生
活
上
の
大
幅

　

な
暖
房
費
・
除

雪
費
増
に
よ
る
財
政
支
援

は
。 問

　

支
援
策
と
し

　

て
「
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
給
付

事
業
」（
非
課
税
世
帯
一

世
帯
あ
た
り
３
万
６
千

円
）・「
生
活
応
援
商
品
券

給
付
事
業
」(

町
民
一
人

あ
た
り
５
千
円
の
商
品

券)

・「
高
齢
者
世
帯
等

除
雪
支
援
事
業
」（
利
用

上
限
額
を
通
常
の
1.5
倍
に

引
き
上
げ
）、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
に
よ
り
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
長

　

タ
ウ
ン
ミ
ー

　

テ
ィ
ン
グ
で

の
意
見
、
意
見
募
集
の
意

見
書
、
関
係
者
と
の
協
議

結
果
を
踏
ま
え
、
方
針 

(

案)

を
修
正
し
６
月
を

目
途
に
最
終
調
整
を
し
て

い
き
ま
す
。

町
長

町
長

南会津町豪雪対策本部設置要綱
(設置基準)
第3条　豪雪対策本部は、次の気象観
測地点においてそれぞれに定める基準
積雪深に達した場合又は数日にわたる
風雪等により道路交通が正常に保つこ
とが困難となり、住民生活に混乱を招
くおそれが生じたとき及び根雪期間が
異常に長期にわたるおそれがあり、農
作業等に影響を与える等、本部長が必
要と認めた場合に設置する。

気象観測地点 基準積雪深

気象庁田島地域気象観測所 130センチメートル
気象庁南郷地域気象観測所 180センチメートル

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

職
員
な
ど
へ
の
定
期
講
習

を
含
め
、
緊
急
時
に
ス

ム
ー
ズ
な
放
送
が
で
き
る

よ
う
対
処
し
て
い
き
ま

す
。



南会津町議会中継

（一般質問）

【YouTube】

　

だ
い
く
ら
ス

　

キ
ー
場
存
続

の
署
名
活
動
に
つ
い
て
、

町
へ
署
名
の
提
出
は
あ
っ

た
の
か
。
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一

般

質

問

⑤

問 だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
の
未
来
は

 

町
長 ⇒

今
後
の
方
針
を
慎
重
に
決
定

　

地
域
住
民
か
ら

　

多
く
の
反
対

意
見
が
あ
っ
た
が
、
だ
い

く
ら
ス
キ
ー
場
を
閉
鎖
す

る
考
え
な
の
か
、
地
域
住

民
の
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

に
対
す
る
熱
い
思
い
や
ス

ポ
ー
ツ
教
育
な
ど
は
判
断

材
料
に
な
ら
な
い
と
い
う

考
え
か
。

問
　

だ
い
く
ら

　

ス
キ
ー
場

の
今
後
の
方
針
を
決
定
す

る
に
あ
た
り
、
地
域
経
済

室
む ろ い

井　英
ひ で お

雄 議員
　

住
民
説
明
会
に

　

お
い
て
「
だ
い

く
ら
ス
キ
ー
場
を
残
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
を
聞
い

て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

問
　
「
廃
止
」
や

　
「
閉
鎖
」
と

い
う
言
葉
が
も
た
ら
す
マ

イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ

り
、
町
民
の
方
や
ス
キ
ー

場
関
係
者
な
ど
が
発
し
た

「
不
安
・
不
満
・
不
信
感
」

を
悲
痛
な
叫
び
と
し
て
受

け
止
め
ま
し
た
。同
時
に
、

だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
の
優

町
長

町
長

　
「
だ
い
く
ら

　

ス
キ
ー
場
を

未
来
に
つ
な
ぐ
会
」
が
中

心
と
な
り
、
署
名
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
町
へ
署

名
の
提
出
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。（
３
月
７
日
現
在
）

町
長

位
性
や
今
後
の
可
能
性
を

踏
ま
え
、
ま
だ
ま
だ
努
力

が
不
足
し
て
い
る
と
の
指

摘
も
受
け
、
そ
の
と
お
り

で
あ
る
と
認
識
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
に
よ

り
、
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

の
存
続
を
願
う
町
民
の
思

い
は
十
分
に
認
識
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ス
キ
ー
場
の
運

営
に
つ
い
て
も
、
前
向
き

な
提
案
や
協
力
も
惜
し
ま

な
い
と
の
多
く
の
声
を
い

た
だ
き
、
経
営
改
善
に
向

け
た
努
力
を
す
る
余
地
が

あ
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

効
果
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な

ど
、
地
域
に
も
た
ら
す
影

響
に
つ
い
て
も
、
当
然
な

が
ら
判
断
材
料
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
町
の
財
政
負

担
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
重
要
な
判

断
材
料
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し

な
が
ら
、
地
域
住
民
の
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
の
方
針
を
慎
重
に
決
定

し
ま
す
。

タウンミーティング（田島地域）

「だいくらスキー場の存続のための請願書」署名

全署名数 ８，９３８筆

うち南会津町内の署名数 ５，５５４筆
署名期間　2025 年１月 13 日～３月 31 日
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「
令
和
13
年

　

度
以
降
、

民
間
主
導
に
よ
り
運
営
す

る
可
能
性
が
見
い
だ
せ
れ

町
長

　

だ
い
く
ら
ス

　

キ
ー
場
の
交

流
人
口
は
、
直
近
の
令
和

５
年
度
で
約
６
万
７
千
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
方
々
は
ス
キ
ー
場

だ
け
で
は
な
く
道
の
駅
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど

も
利
用
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
交

流
人
口
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
は
、
地
域
経
済
活
性

化
の
た
め
に
は
大
切
だ
と

思
い
ま
す
が
町
の
考
え
は
。

問

一

般

質

問

⑥

渡
わたなべ

部　訓
くにまさ

正 議員

町

活

性

化

の

た

め　
　
　
　

　
　

ス
キ
ー
場
の
存
続
は

 

町
長 ⇒

 

継
続
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
検
討

　

だ
い
く
ら

　

ス
キ
ー
場

は
、
町
内
だ
け
で
な
く
町

外
や
県
外
か
ら
も
、
多
く

の
方
に
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
は
、
深
く

認
識
し
て
い
ま
す
。

町
長

　

町
民
意
見
を

　

尊
重
し
、
だ

い
く
ら
ス
キ
ー
場
を
残
す

方
向
で
方
針
案
に
明
記
し

て
は
。 問

会津高原だいくらスキー場

　

町
有
観
光
施

　

設
16
施
設
の

今
後
の
方
針
が
示
さ
れ
、

４
地
域
ご
と
に
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
計
５
回

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
田
島
地
域
で
開

催
さ
れ
た
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
意
見
は
、
だ
い
く
ら

ス
キ
ー
場
を
残
し
て
ほ
し

い
と
の
声
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
町
の
考
え
は
。

問
　

タ
ウ
ン　

　

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
、
多
く
の
意

町
長

見
、
提
案
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
だ
い
く
ら
ス
キ
ー

場
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ

る
地
域
へ
の
影
響
は
、
極

め
て
大
き
い
と
、
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。

タウンミーティング（田島地域）

ば
指
定
管
理
以
外
の
方
法

で
施
設
を
継
続
」
と
い
う

方
針
案
で
は
、
了
承
い
た

だ
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
関
係
者
と
の
協

議
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

方
針
案
の
修
正
内
容
を
取

り
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

会津高原だいくらスキー場



南会津町議会中継

（一般質問）

【YouTube】
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一

般

質

問

⑦

　

ど
の
よ
う
に
予

　

算
に
組
み
込
ん

だ
か
。問 学

校
給
食
費
無
償
化
の
進
捗
は

 

町
長 ⇒

 

令
和
７
年
度
か
ら
３
分
の
１
を
町
が
補
助

星
ほし

　和
かずたか

孝 議員

　

具
体
的
な
検

　

討
を
進
め
た

結
果
、
令
和
７
年
度
よ
り

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
「
学
校
給
食
支
援
事
業

」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
学
校
給
食
費
の

一
部
補
助
に
よ
り
、
保
護

者
の
経
済
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 町

長

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ　
　

　
　

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
進
捗
は

 
町
長 ⇒

 

法
人
が
設
立
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　

事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

　

掛
か
っ
た
経

　

 
費
は
。

問
　

５
年
間
合

　

計
で
事
業

費
が
約
４
５
７
１
万

円
、
う
ち
一
般
財
源
が
約

１
７
４
９
万
２
千
円
で

す
。 町

長　

今
後
、
こ
の

　

事
業
を
ど
の

様
に
活
か
し
て
い
く
考
え

か
。 問

　
「
活
か
し
て

　

い
く
」
と
い

う
こ
と
よ
り
は
、
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
と
関
係
人
口
の

増
加
か
ら
、
二
地
域
居
住

や
移
住
に
つ
な
が
る
よ

う
、
当
該
法
人
と
連
携
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
長

町
有
施
設
方
針
（
案
）　　
　

　
　
　

説
明
会
の
そ
の
後
は

 

町
長 ⇒

 

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら

　
　
　
　
　
　

方
針
（
案
）
の
修
正
を
行
っ
て
い
く

　

説
明
会
で
町

　

民
の
声
（
質

問 

・
意
見
）
を
聴
き
、
ど

の
よ
う
に
感
じ
た
か
。

問
　

ス
キ
ー
場

　

に
つ
い
て

は
、
存
続
を
望
む
声
が
非

常
に
多
く
、
ま
た
経
営
改

善
に
向
け
、
ま
だ
ま
だ
努

力
す
る
余
地
は
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

　

だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
と

高
畑
ス
キ
ー
場
の
方
針
案

と
し
て
、「
令
和
13
年
度

以
降
、
民
間
主
導
に
よ
り

運
営
す
る
方
向
性
が
見
い

だ
せ
れ
ば
、
指
定
管
理
者

以
外
の
方
法
で
施
設
を
継

続
」
と
い
う
内
容
に
つ
い

て
は
、
了
承
し
て
い
た
だ

け
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。 町

長

　

中
小
企
業
診

　

断
協
会
の
調

査
結
果
報
告
の
信
用
性
を

職
員
が
ど
こ
ま
で
精
査
し

た
か
。 問

　

提
出
さ
れ

　

た
報
告
書

に
つ
い
て
、
数
字
的
な
根

拠
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま

す
が
、
経
済
合
理
性
に
基

づ
く
客
観
的
な
評
価
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。 町

長

チームビルディングツーリズム
（南会津町ホームページ）
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本
年
は
、
例
年

　

に
な
い
豪
雪
で

し
た
。
70
歳
前
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
除
雪
が
困

難
な
方
も
い
ま
す
。

　

除
雪
支
援
の
対
象
者

を
、
高
齢
者
と
定
め
る
65

歳
か
ら
除
雪
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
。

問 除
雪
支
援
対
象
者
を
65
歳
以
上
に

 

町
長 ⇒

現
在
の
支
援
体
制
の
中
で
実
施

丸
まるやま

山　陽
ようこ

子 議員

　

各
学
校
と
も

　

５
千
冊
以
上

の
図
書
を
所
有
し
、
一
番

多
い
学
校
で
１
万
６
千
冊

以
上
の
図
書
を
配
備
し
て

い
ま
す
。

教
育
長

学
校
図
書
の
環
境
整
備
は

 

教
育
長 ⇒

 

引
き
続
き
学
校
図
書
の
充
実
に
努
め
る

一

般

質

問

⑧

　

子
ど
も
の
読

　

書
活
動
は
、
表

現
力
を
高
め
想
像
力
を
豊

か
な
も
の
に
し
、
人
生
を

よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身

に
付
け
て
い
く
上
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
読
書
が
実
感
で

き
る
よ
う
、
ま
た
、
授
業

と
併
せ
て
活
用
で
き
る
よ

う
学
校
図
書
の
環
境
整
備

を
し
て
は
と
考
え
ま
す
。

学
校
図
書
の
配
備
状
況
は
。

問

　

高
齢
者
の
除

　

雪
支
援
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
事
業
者
確
保
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
支

援
体
制
の
中
で
事
業
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
長

　

毎
年
、
学
校

　

図
書
の
購
入

予
算
を
配
分
し
、
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
「
課

題
図
書
」
や
「
福
島
県
す

い
せ
ん
図
書
」
の
ほ
か
、

児
童
生
徒
に
読
ん
で
欲
し

い
本
や
興
味
を
持
ち
そ
う

な
本
を
購
入
し
て
い
ま

す
。

　

ど
の
学
校
も
読
書
活
動

に
は
熱
心
に
取
り
組
み
、

始
業
前
に
10
分
程
度
の

「
朝
の
読
書
活
動
」
の
時

間
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
数
年
前
よ
り
中

学
校
で
は
※

「
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
」
を
国
語
の
授
業

に
取
り
入
れ
読
書
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

読
書
活
動
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
た
め
に
、
学

校
図
書
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

教
育
長

　

学
校
図
書
の

　

活
用
状
況
と

読
書
活
動
推
進
の
取
り
組

み
は
。 問

※

「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
と
は

　

発
表
者
が
、
お
す
す
め
の
本
を
持
ち
寄
り
、
書
評

を
競
い
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
感
覚
で
本
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
、
読
書

を
始
め
る
き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

荒海小学校で行われたミニビブリオバトルの様子



南会津町議会中継

（一般質問）

【YouTube】

　

田
島
地
域
38

　

名
、
舘
岩
地

域
28
名
、伊
南
地
域
８
名
、

南
郷
地
域
12
名
、
計
86
名

で
、
町
内
巡
回
監
視
、
わ

な
の
設
置
と
管
理
、
鳥
獣

捕
獲
な
ど
に
従
事
し
て
い

ま
す
。

　

農
作
物
な
ど

　

の
被
害
が
増

加
傾
向
に
あ
る
地
域
の
巡

回
強
化
に
よ
り
、
被
害
防

止
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。

18議会だより　第７６号
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一

般

質

問

⑨

　

有
害
鳥
獣
被
害

　

対
策
の
支
援
状

況
は
。問

　

有
害
鳥
獣

　

被
害
防
止

対
策
事
業
に
よ
り
、
農
業

者
や
行
政
区
な
ど
に
対

し
、
侵
入
防
止
柵
な
ど
の

購
入
・
修
繕
費
用
、
追
払

い
花
火
の
購
入
費
用
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

猟
友
会
へ
活
動
費
用
の
補

助
や
新
た
に
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
に
委
嘱
さ
れ
た

町
長

　

町
が
認
定
し
て

　

い
る
有
害
鳥
獣

は
。問

　

南
会
津
町
鳥

　

獣
被
害
防
止

計
画
に
よ
り
、
対
象
鳥
獣

を
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
、ハ
ク
ビ
シ
ン
、

カ
ラ
ス
、
カ
ワ
ウ
の
７
鳥

獣
と
し
て
い
ま
す
。

町
長

有
害
鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策
は

 

町
長 ⇒

 

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
と
活
動

町
長 　

鳥
獣
被
害
対
策

　

実
施
隊
の
現
状

は
。問

森
もり

　秀
しゅういち

一 議員

　

有
害
鳥
獣
被
害

　

対
策
巡
回
監
視

の
効
果
は
。

　

ニ
ホ
ン
ザ

　

ル
、
イ
ノ

シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
対

象
と
し
て
１
頭
に
つ
き
、

１
万
８
千
円
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
確
認
方
法
は
、

尻
尾
の
現
物
確
認
や
写
真

に
よ
る
確
認
の
ほ
か
、
焼

却
処
分
に
つ
い
て
は
、
環

境
衛
生
組
合
が
発
行
す
る

計
量
票
に
よ
り
確
認
し
て

い
ま
す
。

町
長

町
長

問
　

有
害
鳥
獣
捕
獲

　

報
奨
金
と
確
認

方
法
は
。
問

　

有
害
鳥
獣
に
よ

　

る
被
害
状
況
は
。

問
　

農
業
共
済

　

組
合
な
ど

か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
で

は
、
水
稲
３
７
２
万
３
千

円
、
花
き
78
万
４
千

円
、
そ
ば
39
万
６
千
円
、

り
ん
ご
２
万
円
、
大
豆

１
万
４
千
円
、
合
計
で

４
９
３
万
７
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
長

隊
員
を
対
象
に
支
援
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

ニホンジカによる樹皮剥ぎ

畑作物を食べるニホンザル

侵入防止柵（ワイヤーメッシュ柵）
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一

般

質

問

⑩

だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
を　
　
　

「
町
の
指
定
管
理
」
で
継
続
し
て
は

 

町
長 ⇒

 

協
議
結
果
を
踏
ま
え
方
針
案
を
修
正

　

下
表
の
と
お

　

り
で
す
。

町
長 　

今
シ
ー
ズ
ン

　

の
４
ス
キ
ー

場
の
入
込
予
想
は
。

問

湯
ゆ だ

田　哲
さとし

 議員

　

道
路
改
良
の

　

必
要
性
を
強

く
訴
え
な
が
ら
継
続
し
て

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
Ｋ
Ｄ
Ｅ

　
（
株
）
会
津
工

場
を
過
ぎ
る
と
狭
い
危
険

な
区
間
が 

５
０
０
ｍ
ほ

ど
続
き
ま
す
。
除
雪
は
県

か
ら
の
委
託
で
町
が
代
行

し
て
い
ま
す
。
除
雪
作
業

や
住
民
の
安
心
安
全
か

問

町
長

県
道
黒
磯
田
島
線
の　
　
　

　
　
　

道
路
改
良
の
実
現
は

 

町
長 ⇒

 

道
路
改
良
の
必
要
性
を
継
続
し
て
要
望

だいくらスキー場でのスキー教室風景
（2025 年 2 月）

４スキー場 2024年
シーズン

今シーズン
入込予想

会津高原たかつえスキー場 106,250人 135,138人

会津高原だいくらスキー場 66,884人 71,900人

会津高原南郷スキー場 36,933人 38,611人

会津高原高畑スキー場 26,721人 27,340人

合計 236,788人 272,989人

　

こ
れ
ま
で
同

　

様
、
今
後
も

首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
者
に
対
し
、
Ｐ
Ｒ
活

動
や
積
極
的
な
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。特
に
今
シ
ー
ズ
ン
、

だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
で
ス

キ
ー
教
室
を
開
催
し
た
千

葉
市
教
育
委
員
会
の
皆
様

に
は
、
御
礼
の
ご
あ
い
さ

つ
を
兼
ね
て
、
来
シ
ー
ズ

ン
以
降
の
利
用
継
続
を
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。

町
長 　

こ
の
ス
キ
ー

　

場
を
新
た
な

に
利
用
し
て
く
れ
た
学
校

や
関
係
各
社
に
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
、
感
謝
の
挨
拶

に
行
く
考
え
は
。

問

　

周
辺
ス
キ
ー

　

場
の
閉
鎖
に

よ
る
入
込
数
の
増
加
な

ど
、
方
針
素
案
策
定
時
か

ら
状
況
が
大
き
く
変
わ

り
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
意
見
な
ど
を
聞
く

中
、
収
入
増
加
や
経
費
削

減
で
、
ま
だ
努
力
す
れ
ば

改
善
で
き
る
余
地
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
時

点
で
「
指
定
管
理
と
し
て

継
続
す
る
、
し
な
い
」
の

明
言
は
で
き
な
い
が
、「
令

和
13
年
度
以
降
、
民
間
主

導
に
よ
り
運
営
す
る
方
向

性
が
見
い
だ
せ
れ
ば
、
指

定
管
理
以
外
の
方
法
で
施

設
を
継
続
」
で
は
、
了
承

が
得
ら
れ
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
意
見
募
集
で

の
意
見
、
関
係
者
と
の
協

議
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

方
針
案
の
修
正
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

町
長

　

だ
い
く
ら
ス

　

キ
ー
場
の
「
民

間
主
導
に
よ
り
」
と
あ
る

が
、
そ
の
民
間
の
方
向
性

の
有
無
に
関
係
な
く
、
こ

れ
ま
で
通
り
町
の
指
定
管

理
と
し
て
継
続
す
る
考
え

は
。 問

　

そ
の
他
の
質
問　

　

・
愛
宕
山
山
頂
を
本
来
の
「
鴫
山
城
の
見
張
り
台

　
　
（
展
望
台
）」　

と
し
て
復
元
し
て
は

対向車とすれ違いできないほど狭い区間

ら
、
そ
の
区
間
の
改
良
工

事
を
県
に
要
望
す
る
考
え

は
。
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湯
ゆ だ

田　剛
たけまさ

正 議員

一

般

質

問

⑪

　

町
有
観
光
施
設

　

の
方
針(

案)

で
、
憩
い
の
家
は
、
規
模

縮
小
し
継
続
と
あ
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
縮
小
規
模

は
。 問

　

休
憩
所
と
し

　

て
の
機
能
を

維
持
し
な
が
ら
、
経
費
の

削
減
と
収
益
に
見
合
っ
た

規
模
に
縮
小
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 町

長
「
憩
い
の
家
」
の
指
定
管
理
方
針
は

 

町
長 ⇒

 

公
募
に
よ
る
選
定

　

経
営
改
善
計
画

　

書
の
営
業
戦
略

に
あ
る
イ
ベ
ン
ト
参
加
と

は
、
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
で
、
今
年
度
は
何
回
参

加
し
た
の
か
。

問
　

回
数
は
１

　

回
で
、
野

岩
鉄
道(

株)

で
企
画
し

た
「
納
涼
ビ
ー
ル
列
車
」

の
運
行
に
合
わ
せ
、
会
津

高
原
尾
瀬
口
駅
前
周
辺

で
、
地
酒
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

町
長

　

独
自
の
誘
客
イ

　

ベ
ン
ト
は
企
画

し
た
か
。
問

　

観
光
施
設
へ

　

の
誘
客
と
売

上
げ
向
上
を
目
的
に
、
町

内
お
よ
び
南
会
津
郡
内
の

観
光
施
設
に
、
憩
い
の
家

限
定
で
使
用
で
き
る
、
商

品
の
割
引
券
を
つ
け
た
チ

ラ
シ
を
備
え
置
い
た
は

か
、
季
節
限
定
の
地
酒
の

特
設
売
り
場
を
設
け
た
Ｐ

Ｒ
と
販
売
促
進
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

町
長

　

今
後
、
民
間
事

　

業
者
へ
指
定
管

理
を
任
せ
る
こ
と
は
考
え

て
い
る
か
。

問
　

会
津
高
原
憩

　

い
の
家
は
、

令
和
８
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
、
現
指
定
管
理
者

に
よ
る
指
定
管
理
期
間
が

終
了
し
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
、
公
募
に
よ

る
選
定
を
考
え
て
い
ま

す
、
民
間
事
業
者
が
指
定

管
理
者
に
な
る
こ
と
は
、

あ
り
得
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 町

長

(

株)

み
な
み
あ
い
づ
の
組
織
体
制
は

 

町
長 ⇒

 

毎
年
度
、
配
置
予
定
表
が
提
出
さ
れ
把
握

　

取
締
役
に
定
年

　

は
あ
る
の
か
。

問
　

取
締
役
の
定

　

年
は
あ
り
ま

せ
ん
。
町
長　

指
定
管
理
施
設

　

か
ら
の
撤
退
を

踏
ま
え
、
新
年
度
か
ら
の

問

　

社
員
の
配
置

　

に
つ
い
て

は
、
毎
年
度
、
会
社
か
ら

予
定
表
が
提
出
さ
れ
把
握

し
て
い
ま
す
。

町
長

職
員
の
配
置
予
定
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
で
、
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

会津高原　憩の家

株式会社みなみあいづ



21 議会だより　第７６号　
令和７年５月１４日発行

お

詫

び

と

訂

正

　
前
号(
み
な
み
あ
い
づ
議
会
だ
よ
り
75
号)

の
掲

載
記
事
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

〇
委
員
会
提
出
議
案
第
４
号
（
議
会
運
営
委
員
会
）

南
会
津
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
前
号
３
ペ
ー
ジ
）

・
　
　
　
　
　
　
　
の
表
示
と
発
言
内
容
を
全
て

    

削
除
い
た
し
ま
す
。

〇
一
般
質
問
⑤
　
湯
田
芳
博
議
員
（
前
号
９
ペ
ー
ジ
）

・
左
記
の
と
お
り
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

 

町
長 ⇒

 

議
会
事
務
局
が
開
示
判
断
を
し
な
い

な

ぜ

総

務

委

員

会　
　
　

　

議
事
録
を
提
示
で
き
な
い

　

総
務
委
員
会
の

　

議
事
録
開
示
に

関
し
、議
会
事
務
局
は「
正

式
文
書
と
し
て
執
行
部
へ

出
せ
る
も
の
な
の
か
判
断

し
か
ね
る
」
と
さ
れ
た
こ

と
に
対
す
る
、
町
執
行
部

の
受
け
止
め
は
。

問

　

議
会
事
務
局

　

の
回
答
は
、

議
会
内
部
の
書
類
を
外
部

組
織
で
あ
る
町
執
行
部
か

ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
安

易
に
出
せ
る
も
の
な
の
か

判
断
し
か
ね
る
と
の
こ
と

で
す
。

町
長

議
会
運
営
委
員

広
報
紙
は
「
見
出
し
」
が
重
要

令
和
７
年
２
月
13
日

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
で
東
京
都
千
代
田
区
に

あ
る
「
全
国
町
村
議
員
会
館
」
で
開
催
さ
れ
た
広
報
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

◆
研
修
内
容

一
部

「
読
む
！
質
す
！
生
か

す
！
～
反
転
・
討
論
型
ク

リ
ニ
ッ
ク
～
」

　

熊
本
大
学
客
員
教
授　

　
　
　

越こ
え
じ地 

真し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
氏

二
部

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

・ 
南
会
津
町
議
会
だ
よ
り

　

第
73
号
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

を
受
け
ま
し
た
。

◆
所
感

　

今
回
の
研
修
は
「
見
出

し
」に
特
化
し
た
内
容
で
、

見
出
し
の
重
要
性
に
つ
い

て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
テ
ー
マ
と

見
出
し
の
違
い
と
活
用
法

に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
た
研
修
で

し
た
。

　

講
師
の
「
議
員
は
（
見

出
し
に
）
原
因
を
書
き
た

が
る
」「
読
み
手
（
町
民
）

が
最
も
関
心
の
あ
る
こ
と

は
何
か
が
大
切
」
と
い
う

言
葉
は
、
よ
り
良
い
広
報

紙
作
成
に
は
欠
か
せ
な
い

視
点
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

町
民
と
議
会
を
結
ぶ
重

要
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
に
、

一
層
の
研
鑚
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

◆
出
席
者

　

室
井
英
雄
委
員
長

　

渡
部
裕
太
副
委
員
長

　

酒
井
幸
司
委
員

　

芳
賀
正
義
委
員

　

古
川　

晃
委
員

　

川
島　

進
委
員

議
会
広
報
委
員
会
活
動
報
告

研修の様子（新聞の本文から要点を
抜き出して見出しをつくる）

議会広報クリニック中の質疑応答



総

務

委

員

会

活

動

報

告
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◆
調
査
の
目
的

　

公
共
施
設
の
管
理
制
度

の
考
え
方
や
公
民
連
携
の

成
功
事
例
を
学
び
、
本
町

で
の
施
設
運
営
に
活
か
す

機
会
と
し
ま
す
。

◆
視
察
研
修
内
容

【
視
察
先
１
】

・
桑
名
市
は
、
財
政
基
盤

の
確
立
や
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
急
務
と
し
、
平
成
28
年

に
民
間
連
携
提
案
窓
口

「
※
　

コ
ラ
ボ
・
ラ
ボ
桑
名
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

・
こ
の
事
業
は
、
民
間
企

業
と
職
員
の
提
案
を
受
け

入
れ
、
優
れ
た
提
案
は
採

用
し
表
彰
も
行
っ
て
い
ま

す
。

・
公
民
連
携
に
よ
る
成
功

事
例
と
し
て
、
市
役
所
駐

車
場
の
民
間
活
用
で
、
赤

公
民
連
携
で
施
設
の
活
性
化
を

令
和
７
年
１
月
28
日
～
30
日字

を
脱
却
し
増
収
し
て
い

ま
す
。

・
１
年
間
約
４
５
０
万
円

の
赤
字
で
休
館
し
て
い
た

情
報
交
流
施
設
「
又
木
茶

屋
」
は
、
民
間
に
よ
る
飲

食
事
業
運
営
が
開
始
さ

れ
、
維
持
管
理
費
が
不
要

と
な
り
ま
し
た
。
障
が
い

者
雇
用
の
受
け
皿
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

・
民
間
の
蔦つ
た
い井
株
式
会
社

と
30
年
間
の
事
業
用
定
期

借
地
契
約
で
、
土
地
貸
付

収
入
と
入
湯
税
の
収
入
を

得
て
い
ま
す
。
利
用
者
が

多
く
駐
車
場
の
増
設
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
　

コ
ラ
ボ
・

ラ
ボ
桑
名
と
は

「
公
」
と
「
民
」
の
連
携

を
研
究
す
る
所

【
視
察
先
２
】

・
焼
津
市
は
、
公
共
施
設

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
最
適

か
つ
持
続
可
能
な
も
の
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
（
公

民
連
携
含
む
）
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

・
取
組
の
方
針
と
し
て
公

共
施
設
な
ど
の
更
新
・
運

営
の
た
め
に
は
、
行
政
に

よ
る
対
応
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
と
し
、
一
部
ま
た

は
、
す
べ
て
の
運
営
を
民

間
に
委
託
し
公
民
連
携
の

手
法
を
取
り
入
れ
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
な
ど

を
最
大
限
活
用
し
成
功
し

て
い
ま
す
。

・
毎
年
度
、
施
設
評
価
と

カ
ル
テ
を
作
成
し
、
施
設

計
画
を
具
体
的
に
定
め
推

進
し
て
い
ま
す
。

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
自
主
研
修
会
を
立
ち
上

げ
後
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
、
総
務
部
公
有

財
産
化
管
理
担
当
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

・「
焼
津
市
和
田
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
わ
か
し
お
」

は
、
老
朽
化
し
た
公
民
館

と
、
小
学
校
を
改
修
し
て

多
機
能
な
複
合
施
設
と
し

て
地
域
の
交
流
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
し
た
。

・
学
校
教
育
に
公
民
館
が

入
る
の
は
よ
く
な
い
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
が
、
壁

や
扉
の
設
置
や
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
に
よ
り
安
全
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

◆
所
見

・
桑
名
市
の
公
民
連
携
で

は
、
民
間
企
業
の
考
え
を

受
け
入
れ
大
小
多
く
の
成

功
事
例
が
生
ま
れ
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。

・
焼
津
市
は
、
老
朽
化
し

た
施
設
な
ど
の
集
約
化
と

複
合
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。建
物
の
老
朽
化
は
、

人
災
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。「
市
民
を
守
る
」
と

の
一
点
か
ら
の
取
り
組
み

◆
出
席
者

　

丸
山
陽
子
委
員
長

　

芳
賀
正
義
副
委
員
長

　

渡
部
裕
太
委
員

　

楠　

正
次
委
員

　

山
内　

政
委
員

桑名市役所　議場にて又木茶屋 にて

は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。

・
市
と
町
の
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
本
町
に
お
い
て

も
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

和田地域交流センター内を見学

　

総
務
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
１
月
28
日
（
火
）
～

１
月
30
日
（
木
）
に
お
い
て
、
三
重
県
桑
名
市
、
静
岡

県
焼
津
市
を
視
察
し
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
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通
年
議
会
で
議
会
改
革

令
和
７
年
２
月
４
日

　

会
津
美
里
町
は
平
成
28
年
１
月
か
ら
通
年
議
会
を
始

め
て
い
ま
す
。
人
口
財
政
規
模
な
ど
が
非
常
に
近
く
、

議
会
議
員
の
人
数
も
16
人
と
同
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
先

進
地
視
察
研
修
先
と
し
て
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
活
動
報
告

◆
所
見

（
１
）
会
津
美
里
町
の
通

年
議
会
は
、
平
成
24
年
自

治
法
改
正
前
の
地
方
自
治

法
第
１
０
２
条
第
２
項
に

基
づ
き
、
最
初
の
招
集
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
を
会

期
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
従
来
の
議
会
で
は

専
決
処
分
で
対
応
し
て
い

た
災
害
復
旧
工
事
な
ど
の

対
応
は
、
個
別
ま
た
は
数

件
ま
と
め
て
議
案
と
し
て

提
案
し
ま
す
。

（
３
）
緊
急
的
な
議
案
提

出
は
、
執
行
部
局
担
当
者

の
業
務
負
担
に
な
っ
て
い

ま
す
。

（
４
）
議
会
事
務
局
の
事

務
量
は
議
会
の
開
催
が
容

易
に
な
っ
た
た
め
移
行
前

に
比
較
す
る
と
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
現
事
務
局
は

着
任
時
か
ら
通
年
議
会
が

常
態
化
し
て
い
た
た
め
に

特
に
事
務
量
が
多
い
と
は

感
じ
な
い
と
の
こ
と
で

す
。

（
５
）
通
年
議
会
に
取
り

組
ん
で
か
ら
は
、
議
員
の

出
席
日
数
が
増
え
た
た
め

に
費
用
弁
償
な
ど
の
予
算

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
総
括

　

通
年
議
会
は
議
会
の
判

断
で
議
会
が
開
催
で
き
る

の
で
、
審
議
が
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
な
り
ま
す
。
常
任

委
員
会
の
委
員
会
調
査
が

い
つ
で
も
開
催
で
き
る
の

で
調
査
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

な
り
ま
す
。

　

一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
議

会
主
導
で
議
会
が
開
催
で

き
る
こ
と
で
す
。
議
会
側

◆
出
席
者

　

楠　

正
次
委
員
長

　

森　

秀
一
委
員

　

丸
山
陽
子
委
員

　

湯
田　

哲
委
員

　

高
野
精
一
委
員

の
利
点
は
多
く
、
通
年
議

会
の
導
入
は
必
要
と
感
じ

ま
し
た
が
、
議
員
間
は
も

ち
ろ
ん
執
行
部
局
と
の
相

互
理
解
が
最
も
重
要
な
課

題
と
考
え
ま
す
。

〇議会を傍聴する手続きは簡単です。
　本庁 3 階の議場傍聴席入り口で氏名と住所を書くだけです。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か
　議場ではどんな発言があるのか
　どんな町づくりを考えているのか直接聞くことができます

〇会議の様子は、You Tube でもご覧いただけます。
※スマートフォンをお持ちの方は、右記のQRコード読み取りか
ら直接リンクにアクセスし視聴できます。

南会津町議会中継【YouTube】

【発行責任者】

南会津町議会議長　山内　政

【編集】議会広報委員会
委 員 長 室井　英雄
副 委 員 長 渡部　裕太
委 員 酒井　幸司

芳賀　正義
古川　　晃
川島　　進次回は、６月１３日 ( 金 ) 開会予定

今回の定例会中の
傍聴者は延べ 37名でした。
YouTube ライブ配信視聴者は合計 346 名でした。

会津美里町役場　議場にて
（左から４番目 大竹 惣 議会議長、左から３番目 根本 謙一 副議長、

左から２番目 星 次 議会運営委員長）

会津美里町役場　研修の様子



　

イ
ベ
ン
ト
開
催
に

　

あ
た
っ
て
の
思
い

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

24

　

令
和
７
年
３
月
22
日
（
土
）
に
「
N
P
O
法
人
ひ

の
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
主
催
に
よ
る
、「
雪
ガ
キ
決

定
戦
」が
、だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
内
に
あ
る
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ソ
リ
乗
り
リ
レ
ー
」「
雪
積
み
上
げ
競
争
」「
雪
玉

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」「
雪
玉
入
れ
」「
雪
上
全
力
リ

レ
ー
」「
だ
い
ち
ゃ
ん
と
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
の
全
６

種
目
を
実
施
し
、
参
加
者
は
積
雪
豊
富
な
最
高
の
条
件

で
雪
遊
び
を
満
喫
し
、
会
場
に
は
歓
喜
の
声
が
響
き
ま

し
た
。

　

主
催
者
と
参
加
し
た
親
子
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 

今
年
の
雪
遊
び
王
が
つ
い
に
決
ま
る
！

　
　
　
　
　
「
雪
ガ
キ
決
定
戦
」

Q

写真 © 2025　NPO 法人ひのきスポーツクラブ

主
催
者

　

だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

は
、
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
に
も

た
く
さ
ん
の
楽
し
み
方
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境

を
後
世
に
残
し
、
ま
た
雪

遊
び（
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
）

に
行
こ
う
ね
と
言
っ
て
も

ら
え
る
ス
キ
ー
場
に
な
る

よ
う
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
ま
し
た
。

【発行】福島県南会津町議会　　【編集】議会広報委員会　　【印刷】馬場印刷所
〒 967-0004　福島県南会津郡南会津町田島字後原甲 3531-1　TEL：0241-62-6310　FAX：0241-62-1288

【ホームページ】https://www.town.minamiaizu.lg.jp/official/choseijoho/minamiaiadumatigikai/3380.html

　

小
さ
い
子
供
か
ら
小
学

生
ま
で
楽
し
め
る
内
容
で

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
楽
し
む
の
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
と
ま
た
来
た
い

と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加

　

し
よ
う
と
思
っ
た

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。 Q参

加
者

　

子
供
が
保
育
園
で
ス

キ
ー
を
始
め
て
、
ス
キ
ー

場
へ
行
く
よ
う
に
な
り
、

イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
聞
い

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
番
楽
し
か
っ
た
種
目
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q参
加
者
（
子
）

　

全
部
楽
し
か
っ
た
け

ど
、
一
番
は
雪
玉
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。

 

雪
玉
を
投
げ
て
的
に

い
っ
ぱ
い
当
て
ら
れ
た
か

ら
楽
し
か
っ
た
で
す
。

参
加
者
（
親
）

雪玉入れ

雪積み上げ競争

だいちゃんとじゃんけん大会 雪玉ストラックアウト

だいちゃんすべり台

　 は ば た け ！　　

南会津の子どもたち


